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⽇程表 

10 ⽉ 10 ⽇(⼟曜⽇)  (教育研究棟 C201 講義室) 
8:45 受付開始 
9:00 あいさつ 宮﨑晃亘 札幌医科⼤学医学部⼝腔外科学講座 教授  
9:05 ガイドライン解説など  

講師：⼤﨑雄樹 札幌医科⼤学医学部解剖学講座細胞組織学分野 教授 
9:15 献体に関する法令及び倫理(免責同意書記⼊・提出)  

講師：宮﨑晃亘 札幌医科⼤学医学部⼝腔外科学講座 教授  
9:30  気管切開術 

講師：垣内晃⼈ 札幌医科⼤学医学部⽿⿐咽喉科・頭頸部外科学講座 助教 
10:00 根治的頸部郭清術変法（type II）・上顎部分切除術/亜全摘術  

講師：原⽥浩之 東京科学⼤学⼤学院医⻭学総合研究科 医⻭学専攻  
⼝腔機能再構築学講座 顎⼝腔腫瘍外科学分野 教授 

11:10 ⾆半側切除術（pull-through operation）・⼤胸筋⽪弁挙上術  
講師：上⽥倫弘 北海道がんセンター ⼝腔腫瘍外科 医⻑ 

12:10 解剖セミナー 
講師：沢 禎彦 岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科 機能再⽣・再建科学専攻 
⼝腔・顎・顔⾯機能再⽣制御学講座 ⼝腔機能解剖学分野 教授 
 

12:40 昼⾷（教育研究棟 C201 講義室） 
 
13:20 解剖実習室⼊場、⼈員配置 

実習準備、機器セットアップ、オリエンテーション 
13:30  黙祷   
13:35 気管切開術の実習 
14:15  根治的頸部郭清術変法（type II）の実習 (右側) 
15:45  ⾆半側切除術（pull-through operation）(右側) 
16:45  黙祷、1 ⽇⽬実習終了  
 
10 ⽉ 11 ⽇（⽇曜⽇）(教育研究棟 C201 講義室) 
8:15  受付開始、着替え 
8:30  解剖実習室⼊場、黙祷  
8:35  根治的頸部郭清術変法（type II）の実習 (左側) 

10:05  上顎部分切除術/亜全摘術の実習  
 
12:00 昼⾷(教育研究棟 C201 講義室) 
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12:45 ⼤胸筋⽪弁挙上術の実習（右側） 
13:35 ⼤胸筋⽪弁挙上術の実習（左側） 
14:25 閉創、原状復帰処置 
14:45 黙祷 、後⽚付け、2 ⽇⽬実習終了 
15:00  事後評価、振り返り、総括質疑応答、修了証授与（教育研究棟 C201 講義室） 
15:30  セミナー終了 
 

第 25 回⽇本⼝腔外科学会カダバーサージカルトレーニング受講者 

 

 

インストラクター 
 

原⽥浩之：東京科学⼤学⼤学院医⻭学総合研究科 医⻭学専攻⼝腔機能再構築学講座  
顎⼝腔腫瘍外科学分野 教授 

永易裕樹：北海道医療⼤学⻭学部⽣体機能・病態学系顎顔⾯⼝腔外科学分野 教授 
沢 禎彦：岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科 機能再⽣・再建科学専攻 

⼝腔・顎・顔⾯機能再⽣制御学講座 ⼝腔機能解剖学分野 教授 
上⽥倫弘：北海道がんセンター⼝腔腫瘍外科 医⻑ 
⾜利雄⼀：北海道⼤学⼤学院⻭学研究院⼝腔病態学分野・⼝腔顎顔⾯外科学 准教授 
榊原典幸：⽇鋼記念病院 副院⻑・⻭科⼝腔外科 主任科⻑ 
⾼野昌⼠：北⽃病院⻭科⼝腔外科 部⻑ 
垣内晃⼈：札幌医科⼤学医学部⽿⿐咽喉科・頭頸部外科学講座 助教 
宮﨑晃亘：札幌医科⼤学医学部⼝腔外科学講座 教授 
出張裕也：札幌医科⼤学医学部⼝腔外科学講座 講師 
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「第 25 回⽇本⼝腔外科学会サージカルトレーニング」参加の皆様へ 
 「⽇本⼝腔外科学会キャダバーワークショップ」実⾏委員会 

 
１．会場：札幌医科⼤学(札幌市中央区南１条⻄ 17 丁⽬) 
10/10（⼟）・11 ⽇（⽇）の集合・講義・昼⾷は、札幌医科⼤学教育研究棟 2 階 C201 講
義室を使⽤します。 
 
2．集合時間および解散時間： 
10 ⽉ 10 ⽇(⼟)午前 9 時 00 分からセミナー開始（受付は午前 8 時 45 分から開始しま
す。）、11 ⽇(⽇)午後 3 時 30 分に解散となります。 
 
3．交通：札幌医科⼤学までの交通は、各⾃⼿配して下さい。 また、開催両⽇は、⾞での
来場を禁⽌します。参加者は公共交通機関を利⽤し、教育研究棟⻄側⽞関からの⼊退場の
みとします。 
 

札幌医科⼤学および附属病院配置図 
南１条通り 

 
南３条通り 

 
教育研究棟へは⻄側⽞関（⻘⽮印）よりお⼊りください。 
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注意事項 
 
服装および所持品について 
服装は質素で動きやすいものを着⽤してください。 
実習中の講義室は施錠し、事務局が鍵を管理しています。 
貴重品は⾝につけて盗難などにご注意ください。 

 
実習について 
①  開始時のオリエンテーションと黙祷に遅れないために、途中参加は 
認められません。早期の退出は、事務局に申し出てください。 
②  標本の撮影、標本の採取は厳重に禁⽌します。そのため、解剖実習室に 
デジタルカメラ、スマートフォン等の持ち込みを禁⽌します。 
③  遺体は既知のウィルスおよび細菌への感染の危険がなく、⽣体と極めて近い 
状態を保持するホルマリン固定保存法である Thiel 法固定を⾏っています。 
④  実習中は⼿術⽤ディスポーザブルガウン、⼿袋、帽⼦、マスク、シューカバーを 
着⽤します（事務局で⽤意します）。アイガードおよびヘッドライトが必要であれば、 
各⾃⽤意下さい。 
昼⾷のために実習室から出る際には、組織⽚等が付着していないかどうか、確認 
の上、所定の廃棄袋に⼊れて下さい。使⽤済み⼿袋も同様です。 ディスポーザブ 
ル注射針、ディスポーザブルメス、縫合針等は専⽤の廃棄ボックスに⼊れてくだ 
さい。 
⑤解剖台や床の破損、汚染を起こさないよう、⼗分な配慮をおねがいします。 
標本の破⽚は個別の専⽤のボックスに⼊れてください。 
 
書類の提出について 
① 本セミナー参加にあたり FAX にて提出いただいた、免責書類の原本を回収します 
ので、ご理解の上ご協⼒をお願いします。 
②  免責書類の原本を紛失している場合は、改めて署名、押印等が必要となりますので印鑑

を持参してください。 
③ 終了時には、各種アンケートと⾃⼰評価表を記⼊して、提出していただきます。 
②  また、実習⼿順をテキストで事前に確認しておいて下さい。 
 

 




